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ヘンリー・フレミングの存在意味
岡　田　慶　子
1　序論
　丁加1～θ4B認860fC伽搬80は，1894年12月，TheNewYorkPress，The
Philadelphia　Pressなど，全米の新聞に連載され，翌年10月，一冊の本とし
て世に姿を現わした。19世紀末に活躍した，アメリカの一作家によって，実
戦経験皆無のうちに書かれた，新しい形の戦争小説である。一一“This　is
war　from　a　new　point　ofvlew．”（1）出版当時は，本国よりもイギリスにおいて
絶賛されたが，いずれにせよ，H．G．Wellsをして，“an　orgyofpraise”（2）とい
わせたほどの反響で，若きStephen　Crane（1871－1900）の名を一躍有名にし
た一冊である。
　この作品には，HenryFlemingという一兵卒の目を通してみた，戦争の現
実が描かれている。南北戦争（1861－5）が，その題材と見倣されるが，実在
の地名は，Washington，Richmond（Chap．1），TheRappahannockRiver
（Chap．16）の3箇所だけに留り，登場する兵士達も，“thetallsoldier”“the　loud
soldler”などと，その特徴によってのみ言及されている。名前が明確にされ
るのは，それぞれの生き生きとした会話の中からのみで，主人公Henry　Flem－
ingについてさえ，そのフルネームは，11章に至って初めて明確にされる程度
で，終始“the　youth”として登場している。その『若者』の属する集団，『3
04部隊』も，むろん架空の存在である。
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　こうして固有名詞を極力抑えたことにより，作品の普遍性が強化され，単
なる戦争小説に留まらない，深遠な含蓄が，我々読者の心に浮上することに
なる。様々な学説も，この作品を一つの範時に納めることは不可能で，natu－
ralism，symbolism，impressionism，いずれもの要素が指摘されている。（3）本
稿では，この作品における作者の意図の解明を試みたい。
H　作品の構成
　24章から成るこの作品は，一見主人公Henry　Flemingの戦闘経験を淡々と
描き出しているようであるが，その構成は，実は細部に至るまで緻密に計算
されている。前半の12章で，Henryの逃亡と帰還を，後半の12章では，彼の
戦闘への参加と栄光が，それぞれの章を巧みに交差させながら，主人公の自
己追求と平行して描かれている讐）
　第1章では，長い待機を強いられた兵士達が，『翌日移動』という偽りの1青
報に翻弄される姿が，心に逃亡の不安を抱き，自己を見つめるHenryの姿と
並行して描かれる。前者が“動”なら後者は“静”という，対照的な描出で
ある。
　正に対を成す，第13章では，逃亡の事実を栄光にすり替えたHenry自身が，
虚偽の情報の源となり，我が身を懊悩させている。
　第1章冒頭の，
The　cold　passed　reluctantly　from　the　earth，and　retiring　fogs　revealed　an
army　stretche（i　out　on　the　hills，resting．As　the　landscape　changed　from　brown
to　green，the　army　awakened，．．．．（5）
　という情景から受ける緩慢さは，第13章冒頭の，
The　youth　went　slowly　towar〔1the　fire　indicated　by　his　departe（i　frlen〔1．。．
He　ma（ie　vague　plans　to　go　off　into　the　deeper〔iarkness　and　hide，．．．．He
swung　unsteadily　toward　the　fire．
　　　　　　　　　　　　　　一2一
　というHenryの行動のそれと重なり合う。
　第1章では，
He（ニa　certain　tall　so蔓dier）was　swelle（i　wlth　a　tale　he　had　hear（i　from　a　re－
1iable　friend，．．．．
　又聞きの移動の噂を，のちに“死”の象徴の姿としてHenryの前に再登場
する，『背の高い兵士』一Jim　Conklinが，連隊に持ち込む。
　それに対して，第13章では，
He　had　no　strength　to　invent　a　tale；he　woul（i　be　a　soft　target．
　と，自分の不利な立場を正当化しようと，真実味ある話を捏造するはめに
なったHenryの苦境が描かれている。いずれの“a　tale”も，集団にとっては，
真実になり得る虚構の具象物である。
　　　and　at　mght，when　the　stream　had　become　of　a　sorrowful　blackness，
one　could　see　across　it　the　re（i　eyellke　gleam　of　hostile　camp・fires　set　in　the
low　brows　of　distant　hills．（Chap．1）
He　could　see　the　forms　of　men　throwing　black　shadows　in　the　red　light．．
　（Chap・13）
と，見事に重なり合う冒頭部分である。
　続いて，第2章。Henryは戦闘情報の真偽を翌朝知る。
The　next　moming　the　youth　dlscovered　that　his　tall　comrade　had　been　the
fast－flying　messeger　of　a　mistake．
　そして，前日の情報を信じた者も，信じなかった者も，一様に真実を知る。
しかし，真実が明確にされようと，Henryの心は晴れない。自分自身に対し
ての疑惑の念に捕われているからだ。そして，“ln　the　darkness　he　saw　visions
of　a　thousand－tongue〔Hear　woukl　babble　at　his　back　and　cause　him　to　flee，．
　．”と，夜の闇の中で，“千”もの舌を持った恐怖の幻影に悩まされつつ，
眠りに落ちる。
　実際に逃亡を経験してしまった，第14章の始まりは，やはり朝である。
　　　　　　　　　　　　　　一3一
When　the　youth　awoke　it　seemed　to　him　that　he　had　been　asleep　for　a　thou・
sandyears，andhefeltsurethatheopenedhiseyesuponanunexpected
world，
　“千”年もの眠りからの覚醒のようで，自分のみが抱え込んでいる真実に
目が開かれた想いのするHenryである。
　第3章では，Wilson（＝the　loud　soldier〉がHenryに黄色い包みを託すが，
対する第15章で，Henryに請うて取り返している。この包みは，最初の戦闘
に向かうに際して，死を予感し涙ながらにHenryに預けた物だが，生き延び
てしまった今となっては，Wilsonの弱気の証明となる。取り戻すWilsonは
卑屈であり，その卑屈さがHenryを得意にさせる。皮肉の1つも言わず，切
り札を手渡した自分に，十分すぎるほどの満足感を覚え，優位に立ち得た自
分に気づくHenryである。
　第4章では，戦争の現実がいよいよ迫ってくる。騒音，砲弾，火花という
混乱の中，彼は戦争という怪物の姿を見極めようと決心する。対する第16章
も，戦場の只中である。
The　men　crouched　among　the　trees　and　pointe〔l　their　restless　guns　out　at
the　fields．They　trie（i　to　look　beyond　the　smoke．（Chap．4）
Asplutteringofmusketrywasalwaystobeheard，Later，thecannonhad
entered　the　dispute，In　the　fog－filled　air　their　voices　made　a　thudding　sound，
The　reverberations　were　continual．This　part　of　the　world　led　a　strange，bat・
tleful　existence．（Chap．16）
　第4章では，馬に跨った将校が全身で激しい怒りを現わしている。古参兵
達は，辛辣に嘲弄（the　grim　jokes　of　the　critical　veterans）する。第16章では，
Henryが激しい怒りの中で，辛辣な言葉を吐き続けて（greatly　enraged／the
wordsuponhistongueweretoobitter）いる。
　この2つの章には，絶えることのない戦闘の騒音の現実と，その中で翻弄
されている人問の行き処のない怒りが描かれている。そして，各自が接近し
　　　　　　　　　　　　　　一4一
つつある戦争の現実を待ち受けているのだ。
The　composite　monster．．。。had、not　then　appeared．He　resolved　to　get　a
view　of　it，。．．．（Chap，4）
They　rolled　their　eyes　toward　the　a〔lvancing　battle　as　they　stoo（l　awaiting
the　shock，Some　shrank　and　flinched，They　stood　as　men　tied　to　stakes．
（Chap．16）
　第5章の最初は，戦闘中の待機の一瞬である。その心境が，故郷の村でサ
ーカスを待ちわびていたHenryの姿を喚起することによって描かれている。
期待感を抱く幼い自分に，そんな見せ物を軽視する表情の年寄りの姿が，妙
に彼の心に蘇える。
　第17章も，戦闘の最中であるが，やはり冒頭部分には，Henryがこれまで
の経緯を回顧する一瞬の間がある。彼は敵の襲来を無慈悲な狩猟に例えてい
る。“circus”も“hmting”もやはり見せ物一“demonstration”であろう。逃亡，
そして偽りの栄光の帰還を経た彼に，砂塵は亡霊のように押し寄せてくる。
　第6章では，彼はゆっくりと開眼する。否，そう思い込んでいるだけだ。
戦争の試練と思われたものを首尾よく通り抜け，自己満足に浸っている。し
かし，それは瞬時に崩壊する。続いて起こる戦闘の中で，彼は前進できずに，
ついに逃走してしまう。自分の判断の確固たる肯定を持ちながら。だが，そ
の判断は，続く第7章で誤解であったことを悟り，彼は恥辱の中で，森深く
足を踏み入れていく。
　一方，第18章では，Henryは指揮官たちが，自分達の部隊を『らば追い』
?? le　driver”と呼ぶのを耳にし，自分達の無意味さを思い知らされ愕然と
する。次の第19章では，敵という“森”めがけて突入する。
　He　went　from　the　fields　into　a　thick　woo（is，as　if　resolved　to　bury　himself．
（Chap．7）
He　fixe（l　his　eye　upon　a　dlstant　and　prominent　clump　of　trees　where　he　had
　　　　　　　　　　　　　　－5一
concluded　the　enemy　were　to　be　met，and　he　ran　toward　it　as　toward　a　goal。
（Chap．19）
　第8章では，彼は森を後にし，負傷兵の見知らぬ群衆に混ざり行軍する。
ぼろ服を纏った兵士に傷の所在を問われ絶句し，自分にも負傷という勇気の
印“a　red　badge　of　courage”を熱望する。（第9章）そして，Jim　Conklinと
再会し，彼の死に立ち会う。ぼろ服の男はあくまでHenryに付きまとい，傷
の追求を繰り返す。（第10章）
　これに対する第20～22章も，やはり集団の中にある。前者とは異なる，同
じ連隊の仲間の戦闘集団である。第8章では，将校が二人の兵士に担がれな
がら，第20章では，腕を撃たれた若い少尉が，罵倒を繰り返している。
　第9章では，」血ConkhnとHenryとの対話が，第21章では，Wilsonと
Henryの対話が展開され，前者にぼろ服の男が，後者には一人の兵士が寄っ
て来て会話に加わる。ぼろ服の男は，Henryをそうとは知らず糾弾し，後の
兵士は，Henryを誉め讃える，という対照的な役割りを成している。
　第10章には，ぼろ服の男によるHenryへの言葉の攻撃が，第22章には，戦
闘の現実の攻撃が描かれている。Henryにとっては，ぼろ服の男の言葉がナ
イフのように感じられ，後者では，戦闘の激しさに加え，将校の“mule　drivers”
???
iggers”という言葉に，一層の怒りを覚えている。
　第11章では，彼は孤独の中で自問自答を繰り返し，その中で戦闘への再参
加を渇望する。対する第23章では，実際に先頭で軍旗を掲げている彼の姿が
ある。
　前半最後の第12章で，Henryは頭に傷を受ける。皮肉にも，敵からではな
く，同じ北軍の見知らぬ兵士の銃で殴打されたのだ。その痛みは痛烈で，地
面に打ちのめされ，渾身の力をこめて立ち上がろうとする彼の姿は，まるで
空中の生き物と格闘している（wrestlingwith　acreatureoftheair）ようであ
った。彼は真青になり，うめき声をあげる。“Deepgroans　werewenched　from
　　　　　　　　　　　　　　－6一
him』’
　一方，第24章では，自分の成功を確信するHenryの頭の中の古傷が彼を
苦悩させる。逃亡したという想いが亡霊（theghostofhis　flightfrom　the　first
engagement）のように，又，ぼろ服の男の記憶が非難するように（A　specter
of　reproach／the（iogging　memory　of　the　tattered　sol（iier）ぞ皮につきまとう。
彼は，恥辱の中で，やはり叫び声を上げる。“Ashestoodpersistemybefore
hisvisl・n，hegaveventt・acry・fsharplrritati・nandag・ny”
　この両方の傷は，いずれも世問的には不名誉な実体のない傷である。前者
の傷は，Henryの口から，敵の銃撃による傷にすり替えられてしまった。後
者は，逃走の事実を認めたくないばかりに，痛い所を突く“死”と隣り合わ
せの兵士を見捨てたことによる，心の傷である。Henryにとっては，癒える
ことのない，象徴的な傷なのだ。
　以上のように，この作品は前半と後半が微妙に関連しつつ，『若者』の心理
の過程を効果的に描き出している。
　第1章，第13章が，それぞれの出発点で，前半の12章では，個人としての
人間が，戦争（つまりは人生）の現実に向かう過程が，後半の12章では，集
団としての人間が，その現実に向かう過程が描き出されている。主人公は，
その中でそれなりの苦悩を経て，一人の人間として成長していく。
　前半のHenryは，連隊という集団の中にあっても，心理的に孤立し疎外さ
れた存在である。そして，実際に連隊を離脱し，個として現実に向き合う。
“He　has　pai（i　for　his　apprehension　with　his　innocence，an（i　he　has　experience（i
consequent　alienation　and　gunt．舛（6〉これは，内なる現実との直面である。
　それに対して，後半のHenryは，自分の連隊と隔合し，集団として現実に
向かっている。相互理解による現実に対するのだ。“Now　the　reality　ofHenry’s
own　past　action　is　being　replaced　in　his　understan（1ing　with　reality　as　it　is
constructedintheimaginationsofhiscomrades．”（7）言わば，外なる現実と
の直面である。
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　皿　Henryの存在
　　クレインは，前作妬α88‘θで，夢を抱く人間が挫折し押し潰されて消滅し
　ていく過程を，スラムという極限の場を借りて，象徴的に描き出していた密）
　この丁加1～認B磁望では，戦争という極限状態の中で，今度は生き続ける
人間の姿『その苦悩と懊悩の様を，やはり象徴的に描いている．だから，前
作におけるヒロインMaggieの存在が，非常に曖昧で希薄な印象を受けたよ
っに，丁加R64Bα482においても，Henryの存在はやはり普遍的である。
　クレインは・“Itwasessentialthatlsh・uldmakemybattleatypeandname
n・names・”（9）と述べている・だから，B，L．KnapPが，・hischaracterSmay
be「egardedasparts・fawh・le，eachp・intingupspecificcharacteristic。f
man，both　in　Crane’s　time　and　in　ours』’（1①というのは的確である。部隊の誰
でもがHenryであり得・作品前半のHenry，後半のHenryとWi1S。nは，あ
くまでも人間個人の代表であるにすぎない。
　Henryは，一介の，戦争に幻想を抱いている田舎者として登場する。華々
しい戦闘の中で戦う自分の姿に夢を託し，既に失われてしまったであろう，
ギリシャ時代の熱戦に想いを馳せるのだ。
Hehadbumedseveraltimest・enlist．Tales・fgreatm。vementSSh。。kthe
Iand・Theymightn・tbedistinctlyH・meric，butthereseemedt。bemuch
glo「yinthem・Hehadread・fmarches，sieges，c・nflicts，andhehadl。nged
toseeitalL（Chap．1）
彼は自分が英雄になれることを確信する。戦場へ向かうにあたっては，、乙、
の中に・素晴しい武勲を成し得る力（thestrengtht・d・mightydeeds。farmS）
が濃ってくるように感じている。
R・W・Stallmanが“a　miniature　copy　of　Tんo　R64B認960f　C。％名α8θ・（11）と見
倣した一編の詩がある。
　　Ayouthinapparelthatglittered
　　Went　to　walk　in　a　grim　forest．
　　　　　　　　　　　　　　一8一
　　There　he　met　an　assassin
　　Attired　all　in　garb　of　old（lays；
　　He，scowlmg　through　the　thickets，
　　An（1dagger　poised　qu藍vering，
　　Rushedupontheyouth．
　　“Sir，”said　this　latter，
　　“I　am　enchante（1，believe　me，
　　To　die，thus，
　　In　this　medieval　fashion，
　　Accor（iing　to　the　best　legends；
　　Ah，what　joy！”
　　Then　took　he　the　woun（i，smihng，
　　An（i　died，content．　　　　　（27）　（1の
　戦争の中での華麗な死を夢見たこの詩の中の『若者』は，その愚かさに気
づかないまま，満足の内に死ぬ。幻想の中の死である。彼は，形を変えたマ
ギーである。それに反して，丁加地4B認8召の『若者』は，生き続けるのだ。
心痛のまま森へ入り込んだ彼は，“死”の現実と出会い呪縛状態に陥る。
At　last　he　burst　the　bonds　which　had　fastened　him　to　the　spot　an（1fled，un－
heeding　the　underbush．He　was　pursued　by　a　sight　of　the　black　ants　swarm－
inggreedilyuponthegrayfaceandventuringhorriblyneartotheeyes。
（Chap．7）
　栄光に満ちた死，などは存在しないのである。死体に栄光も屈辱もない。
今や一個の物体と化し，そこには蟻が群がってくるのみ。若者は呪縛を絶ち
切り，そこから再度逃げた。戦闘の場から逃亡し，“死”の場からも逃亡した。
ここから，彼は“生”の世界へと向かうのだ。“itis　notabout　death　butabout
life　that　Henry　Fleming　must　finally　learn．”（1鋤
最終的に，Henryは戦場で活躍し，人間としても成長する。
　　　　　　　　　　　　　一9一
He　felt　a　quiet　manhood，nonassertive　but　of　sturdy　and　strong　blood．He
knew　that　he　would　no　more　quail　before　his　guides　wherever　they　should
point。He　had　been　to　touch　the　great　death，and　found　that，after　all，it　was
but　the　great　death。He　was　a　man．（Chap，24〉
　戦闘で受けた傷でもないものを，そうだといい，周囲を欺いたままのHenry
である。様々の学説が，これをクレインのironyと評する。例えばl　La　France
は，　“The　real　source　of　this　novel（ニTん6R24Bα486・）and　any　other　im－
portant　Crane　work　seems　to　me　simply　the　ironist’s　incre（1ible　awareness
of　humannature．”（1萄と述べている。しかし，実はHenryも傷を受けているの
だ。ぼろ服を纏った男からの言葉のナイフで。逃亡し無傷という負い目で，
十分に負傷したのだ。その傷は実際の傷以上に苦痛を伴うのである。
“Yeh　look　pretty　peek－ed　yerself，”sai〔1the　tattered　man　at　last。“I　bet　yeh’ve
got　a　worser　one　than　yeh　think。Ye’d　better　take　keer　of　yer　hurt．It　don’t
do　t’1et　sech　things　go。lt　might　be　inside　mostly，an7them　plays　thun〔1er』’
（Chap．10〉
　逃亡と虚言がHenryの原罪の象徴である。そして，罪を背負ったHenryの
存在が，人間の典型である。小説の後半でHenryと並んで活躍するWilson
も，やはり人問の典型である。Wilsonは，Henryの普遍性を強化するために，
作品の後半では，Henryと並んでその成長ぶりが言及されているのだ。そし
て，戦闘の場は，あくまで人生の縮図にすぎない。
lV　作者の意図 結論
　クレインは，戦闘の感覚を，フットボールの試合の中から習得したと，手
紙の中で述べている・さらに，作品の中に，道徳や教訓などは不要であり，
読者に人生の一片“asliceoutofhfe”を提供するのが自分の意図であると語
っている甲
　また，別の手紙で次のようにも述べている。
一10一
I understand that a man is born into the world with his own pair of eyes ; 
and he is not at all responsible for his vision-he is merely responsible for 
his quality of personal honesty. To keep close to this personal honesty is 
my supreme ambition. . . . This aim in life struck me as being the only thing 
worth while. A man is sure to fail at it, but there is something in the failure. (16) 
)~FA~iC~ O~-~~;)~t~Jt~~a)I~, "honesty" ~~)~), ~V~~. ~C, ;~~V~~ 
~7 l/ 4 :/ j~, D~:~~fOV~f*- Henry q) "honesty" ~f)r~.,~"~;~ LCV*~) O)fj;~ ~ ~･. 
Methodlst ~)~C~~~f')C~1 t~~rt3 ~CR~~)~~~f{~:1 t~~r~), ~~~~t~~~~~~;~~~~~~"-t~~~*IC~) 
O/._-~7 l/4 ://:i~~, i'~l~~/7J~a)~~~~A~'~l'~:IC~~~JL~*UCV*f._-, ~V*~ a)~~j~:---'*~~ 
iCf~~OCV*~).(l~ 4'~I~ ~ , 7J~,'~~rc~~a)H~a)~~~~~~}~l~~ ~;,*~;~~#~~O CV*~ In fact 
there is in Crane's treatment of God and of religion a progress from the utter 
denial of 'Well, then. I hate Thee' to an affirmation of faith in the 'interior 
pitying God."' (18) )~Ff~~ ~, =~･~**Ut~)~~~t~)~* ~;7r:.,~i'~: L, -'~'-･~--'~ LJ~!:~t~:~f~ C < tL ~) ~#***~,,~~~' 
~)~~ ~f ~~5 f,_- ~) /:~. 
A man went before a strange god, -
The god of many men, sadly wise. 
And the deity thundered loudly, 
Fat with rage, and puffing: 
"Kneel,mortal, and cringe 
And grovel and do homage 
To my particularly subllme majesty " 
The man fled. 
Then the man went to'another god, -
The god of his inner thoughts. 
And this one looked at him 
With soft eyes 
Lit with infinite comprehension, 
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　　And　said：“My　poor　child！”　　（51）
　“The　man　fled．”一一である。Henryも逃げたのだった。わけの分からぬ押
しつけの神から。
　丁雇R認B認彩の中にも，叱責する神，伝統の宗教に対する作者の否定
的姿勢が伺える箇所が所々に見受けられる。第9章の，死期の迫ったJim
Conklinの描写の中に，端的にそれが表現されている。“And　there　was　a　re．
semblance　in　him　to　a　devotee　of　a　mad　religion，blood－sucking，muscle一
wrenching，bone－crushing．They　were　awed　and　afraid』’
　真の神は，我々人間の内部に存在する。つまり，“honestジに通じるものだ。
それは，行動ではなく，思考の中にある。Henryは常に自分と向き合ってい
る。弱さも強さも兼ね備えた，人間の典型としての存在だ。彼は，心に傷を
負ったが，彼なりにそれに対処している。傲慢な自分に陥りそうになると，
数々の苦痛を伴う想いが，彼を牽制する。そんなHenryに対するクレインの
目は，世間的にはironyに満ちている。が，個人に対するその目は，否定的
ではなく愛に満ちたものだ。挫折し，傷つきながらも，旗を支えるHenryの
姿に，クレインは，苛酷な現実の世界の中で，生き抜く人間の姿を重ね合わ
せた，とも言えるだろう。
“Tell　brave　deeds　of　war．”
Then　they　recounte（1tales：
“There　were　stem　stands
And　bitter　runs　for　glory．”
Ah，I　think　there　were　braver　deeds．　　（15）
　集団にとっての現実は，ある意味では造られた虚像である。突き詰めれば
実体のないものである。だが，人間は“個”の世界だけでは生きられない。
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個から集団へと再帰していったHenryは，我々人間の現実の姿なのだ。勇敢
な行ないは，栄光を手中に納めることではなく，栄光に向って行くその真摯
な姿勢の中にある，とクレインは語っているように思う。
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